
第 25 回 JR 関西本線（加茂以東）沿線地域公共交通活性化協議会 

 

日 時：令和４年１０月２４日（月） １０：３０ ～ １２：４５ 

場 所：天然わかさぎ温泉 笠置いこいの館 ２F せきれい 

 

１ 開会 

・近畿運輸支局交通政策部交通企画課長 酒井 大斗 氏が人事異動で新たに赴任されたことによ

る紹介 

・JR 関西本線（加茂以東）沿線地域公共交通活性化協議会規約により、委員２０名中１８名の

半数以上の出席により会議開催が成立。 

 

２ 議題 

（１）報告事項 

 報告第１号 令和５年度地域公共交通確保維持事業（地域公共交通計画認定申請：最終）・・・

資料１ 

➢ 特段協議会内で報告する必要がないため、次回から協議会報告事項から省く。 

 

 報告第２号 相楽東部広域バスの利用状況・・・資料２ 

➢ 令和４年度に関しては、令和３年１０月～令和４年９月までの平均利用人数は「1 便/0.932

人」となり、１便当たり１人の利用者を下回っている。 

（前回：１便/1.079 人 前年対比：86.4％） 

➢ 南山城村でのデマンド交通による乗り継ぎ等、人の流れの情報を取る必要がある。 

➢ 今後の広域バスの利用者増に向けて、交通計画を進めていく必要がある。 

➢ 長野県では、色々な地域をまたいだ公共交通があり、地域連携 IC カードを利用した IC 乗

車サービスを導入。バスや乗合タクシー、JR 東海の Suica も利用でき利用者の利便性を向

上させる取り組み。また、Maas を導入している。 

➢ 地域共生の取り組みについての提案があり、JR 西日本の予算を使用して、現在運行してい

る相楽東部広域バスの運行日以外の曜日（火・木・日曜日）で、広域バスを走らせてはどう

かとのこと。今回、予算を使用した取り組みができれば、来年度以降も予算確保にも繋がり、

実証実験的な取組等にも使用することができる。 

 

 報告第３号 JR 関西本線（加茂以東）沿線地域公共交通計画の取り組み・・・資料３ 

➢ 世界標準の公共交通データーフォーマットの「GTFS」を利用してはどうか。ただし、公共

交通の定期便を設定する必要がある。 

➢ 交通空白地有償運送の拡大と担い手確保では、来年度、デマンド交通実証実験を予定してい

る。 



➢ 高齢者や子ども連れにも利用しやすい駅及び駅周辺の環境整備では、駅周辺にぎわいづく

り推進事業の予算を令和４年９月補正で可決。今年度は設計業務を予定している。場所は JR

月ケ瀬口駅周辺。 

➢ 交通空白地有償運送の拡大と担い手確保では、現在はシルバー人材で対応しているが、今後

も継続して担い手確保を実施する。 

➢ 駅等の交通結節点における公共交通同士の接続性の確保と改善では、令和４年３月に JR の

時刻改正に合わせ奈良交通和束木津線の一部の運行便の時刻を改正した。乗り継ぎ等の兼

ね合いから、今後、高校生の意見収集に努め改善していく。 

➢ （仮称）犬内峠トンネル開通後、新たに和束町と宇治方面を結ぶバス路線の開設では、令和

６年度以降の定時路線の実証実験運行について計画している。開通予定が令和６年３月と

なっているが、現在、工事の進捗が遅れ気味である。 

➢ 地域間幹線バス路線の再編（奈良交通・和束木津線）とデマンド交通の導入、地域内交通の

加茂駅、木津駅への乗入れでは、湯船地域のバス路線の距離を短くし、予約型乗合交通

（WazCar）の実証実験を実施。 

 

（２）協議事項 

 協議第１号 相楽東部広域バスのマグネット・・・資料４ 

➢ デザインを統一してはどうか。例えば JR 関西本線の車両と同じカラーに広域バスのデザイ

ンを変え、一目で分かるようにしてはどうか。JR 関西本線と同じカラーの使用については

了承。 

➢ 各地域の交通車両に、広域バス等のロゴを貼り付け統一性等をインパクトに周知してはど

うか。 

➢ マグネットの購入に関しては、全員了承により可決。 

 

 協議第２号 関西本線昼間時間帯集中工事における対応 

 

 協議第３号 令和４年度地域公共交通確保維持事業（地域内フィーダー系統確保維持費国庫 

補助金交付申請） 

➢ 今回に限っては、コロナの影響から交付要件でもある１便当たり１人の基準を下回った場

合でも国庫補助対象となる。 

 

 協議第４号 繰越金の取り扱い 

➢ 返還するお金を使用し、別のものに使用できないか。やるべきことは沢山あるので、そこに

使用してはどうか。 

 

 協議第５号 令和４年度補正予算（案） 



➢ 協議第４号に伴う補正予算のため、協議事項５号に関しても、一旦保留とする。 

 

３ その他 

➢ 月ヶ瀬の梅林の時期に JR 月ケ瀬口から月ヶ瀬まで、観光客のタクシー輸送を計画している。

その際に係る費用等について、国に対して申請をしようと考えている。会長のご尽力をいた

だきたい。 

 


